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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年2月14日(2013.2.14)

【公表番号】特表2010-511475(P2010-511475A)
【公表日】平成22年4月15日(2010.4.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-015
【出願番号】特願2009-540194(P2009-540194)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｎ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｎ   5/04    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年12月14日(2012.12.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　このミリ波帯の電磁波と生体組織との間での生物物理学的相互作用の１つの典型的な例
は、「リフレクソセラピーの方法」を特許請求しているロシア特許第２２１２９１１号（
特許文献２）である。その特許の著者らの注目点は、彼らが適用するミリメートル帯域の
波のパラメーター特性に集中しており、「胃における酵素形成」の詳細な制御に至るまで
ずっと、何らかの存在する治療効果を確実にすることができるのは電磁波のパラメーター
であるという彼らの推定に集中している。その作動要因の広く分散したパラメーターを確
保するため、ミリメートル帯域の波にとって広大な４０ＧＨｚから７０ＧＨｚまでの範囲
にわたる離散周波数調整および少なくとも３階数の大きさ（１０μＷ・ｃｍ-2から５ｍＷ
・ｃｍ-2まで）にわたるエネルギー束密度の変動に加え、この特許の著者らは、電磁波の
多段階式振幅変調、更には、場の回転という意味の手動式の制御を用いるそれらの円偏波
をも示唆した。電波振幅におけるあらゆる特異的な変化は同時に少なくとも５つのパラメ
ーターにより設定されなければならない。例えば、上述の範囲内におけるあらゆる周波数
の適切な調和振動は、振幅および持続時間が可変の不等辺四辺形パルスを満たし、このプ
ロセスにおいて、不等辺四辺形パルスの振幅は、ゼロから任意に選択されたエネルギーフ
ロー密度の値によって決定される最大値まで変化し、一方、パルスの間隔および持続時間
は、一義的に、また同時に特別なパラメーターおよびＴ－モード値を利用して設定される
。後者は、上述のＴ－モードが時間の次元を有しており、一方、上述の特別なパラメータ
ーが無次元値であって、この無次元値がＴ－モードを作り上げる等しい微小時間間隔の数
を決定する（ここで、それぞれの微小間隔は、その順番において、不等辺四辺形パルスの
持続時間と、それに続き、且つ、ゼロの放射線振幅を示す休止の持続期間との間で準ラン
ダムに分配される）という事実により可能に成される。Ｔ－モードの時間間隔を超えると
、不等辺四辺形パルスの振幅はゼロから最大値へ変化し、指数関数的にその最大値からゼ
ロへ戻る。従って、結果として生じるこのパターンのエンベロープは、Ｘ軸上にある底辺
を伴った正極性の三角形に似た形状になる。この不等辺四辺形パルスパターンの立ち上が
りエッジ指数および立ち下がりエッジ指数の特性は、ランダムに設定されるこのパターン
の立ち上がり部分および立ち下がり部分の持続時間の比から決定される変数である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２



(2) JP 2010-511475 A5 2013.2.14

【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　人体の生物学的に活性なゾーンを：
　－暴露ゾーン（標的領域）と線形的に等価な波長において；
　－そのセッション全体を通じ、一定の平均エネルギー束密度で；
　－２０Ｈｚから５０ｋＨｚまでの範囲にわたって準ランダムに変動する信号による暴露
信号の振幅修飾により；
　－放射の円偏波により；
　－ならびに、標的領域以外の身体部分の電磁場への暴露を防止することにより；
センチメートル帯域の電磁波に暴露することによって治療効果を高める方法が提供される
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　更に、２０Ｈｚから５０ｋＨｚまでの範囲にわたって準ランダムに変動する交番信号に
よる暴露信号の振幅変調を通じて、また、その電磁場の時計方向回転または反時計方向回
転の手動式の制御を特徴とする円偏波により、電磁療法の能力を広げることも提案されて
いる。先行技術による装置は放射線の準ランダムな周波数変調を利用する。ここで提案さ
れている装置においては、放射の振幅が時間とともに準ランダムに変動し、これに加え、
直線偏波が円偏波で置き換えられており、場の回転の方向が思いのままに設定される。円
偏波はアプリケーターを標的表面の一層近くにもたらして、そのセッションの間中ずっと
それらの相互の位置を不変に維持することを可能にし、これにより、アプリケーターと標
的対象との間の距離のチェックが不必要になり、従って、以下で述べられている如く、そ
の治療手順が簡単になる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　この問題の解決は、マイクロ波発振器、疑似ランダム信号発生器の形態における変調器
、その表面に直角なビームを送る平面同位相化アレイの形態におけるアンテナ、およびこ
れらのそれぞれのユニットに接続された制御ユニットを含めた数多くの直列接続されたユ
ニットを含む本開示装置の場合には、そのアンテナが、先行技術による装置のアンテナと
は異なり、円偏波を確実化し、センチメートル波帯域の場を発生し、且つ、動作周波数範
囲の場を通す材料でできた固定厚みの平面パッドを備えているという事実により確実化さ
れる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　このアンテナはストリップ線路型のものであり、アンテナ分配器のストリップ線路が場
の円偏波を確実化し、且つ、その回転方向を変えることができるように配列されている。
【誤訳訂正６】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　このアンテナの円偏波のおかげで、マイクロ波発振器の動作は暴露表面から反射される
波による影響を実質的に受けにくくなり、これは、治療波の発生またはそれらの治療効果
に何ら害を及ぼすことなく、アンテナ平面と身体の標的表面との間の距離を数センチメー
トルにまで減らすことを可能にする。アンテナから身体の暴露表面までの距離は、コット
ンまたはアニマルウールなどのセンチメートル帯域の波を通す材料で製作されるべき誘電
体パッドの厚みによって設定される。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　アンテナ３の各放射エレメント６から１０までは、マイクロ波発振器からそれぞれペア
ー１１、１２；１３、１４；．．．；１９、２０へ高周波信号をもたらすストリップ線路
に接続されている（図３）。この電磁場のＣＷ円偏波およびＣＣＷ円偏波のどちらも、ア
ンテナエレメントの配置構成により、およびストリップ線路分配器のプリント回路レイア
ウトにより可能に成されている。この装置設計は、場の回転および偏波の方向が切り替え
可能であるかまたは固定式であるかのいずれかを特徴とするデバイスの代替的な実施形態
を可能にする。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　放射の質を連続的にモニタリングするため、マイクロ波発振器からアンテナの放射エレ
メントへやって来る信号のエネルギーの一部がマイクロ波発振機に直接的に接続されてい
るルートストリップ線路３１でピックアップされ（図７参照）、ストリップ線路ｐ．ｃ．
基板上の別の実体である（図４および５には図示されていない）ストリップ線路アンテナ
エレメント３２を介して制御ユニットへ送られる。ストリップ線路３１に沿った矢印およ
びアンテナエレメント３２からのストリップ線路分岐に沿った矢印は、それぞれ、マイク
ロ波発振器からの信号の流れおよび制御ユニットへの信号の流れを示している。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　より詳細には、身体の適用部分は、剣状軟骨における、鎖骨の中央部にある２つの頂点
と底部の頂点を伴った、皮膚被膜の三角形の領域である。その三角形の中心部の平均面積
を考慮に入れ、上述の治療手段を適用するために使用される装置は、波長が約７．３ｃｍ
で約４．１ＧＨｚの周波数の波を発生する。キャリヤー周波数の放射は、２０Ｈｚから５
０ｋＨｚまでの準確率論的変動信号によりゼロから最大値まで振幅修飾される。また、こ
のキャリヤー周波数の振幅変調は、それの基本値の０．１％以内に設定することもできる
。放射の円偏波が用いられる。この装置は平面アンテナを使用する。エネルギー束の密度
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は８０μＷ・ｃｍ-2から１００μＷ・ｃｍ-2までである。アンテナと身体の暴露表面との
間に設けられる誘電体パッドは、コットン製の枕カバーに入った６．５ｃｍから７ｃｍま
での厚みの枕の形態における、混じりけのないコットンウールでできている。
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